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Tempting Soda Records






インディポップ～ギターポップ～ネオアコ～ドリームポップ、アナログレコードに関するブログです
















































Sarahレーベルより、かの有名なファンジン数点がPDFファイルで公開中
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3月 22, 2016











1987年にイギリスのブリストルで生まれた、Sarahレコーズというインディレーベルがあります。そのレーベルからリリースされた"手作り感あふれる"7インチ群に、昔も今も魅了される人も多いことでしょう。








Fanzines - Sarah Records 

http://sarahrecords.org.uk/texts/fanzines/



上記レーベルサイトにて、当時カタログ番号が振られていたファンジン数点がスキャンされ公開中です。PDFファイルにてダウンロード可能です（容量が大きいため、スマホ等での閲覧には注意）。





Sarah Records 

http://sarahrecords.org.uk/

Sarah Records - Twitter 

https://twitter.com/Sarah_Records

Sarah Records - Wikipedia

https://en.wikipedia.org/wiki/Sarah_Records











関連エントリ：

(Have a good) TEA TIME: 皆さん『も』選ぶサラの曲

http://have-a-good-teatime.blogspot.jp/2012/10/blog-post.html

Tempting Soda Records: 私が選ぶSarahの一曲 

http://tmp-soda.blogspot.jp/2012/10/sarah.html
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今週の人気エントリ





「ネオアコ名盤50選」に掲載されたレコードの一覧
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11月 01, 2014














   ネオ・アコースティック（neo acoustic　通称：ネオアコ）というジャンルを知るキッカケになればと思いながら、メモ書きを。    【ネオアコ名盤50選：ミュージックマガジン2006年8月号より引用】      以前のエントリ が大変反響がありましたので、今回は具体的にどんなアーティストの、どの盤が掲載されているのか、引用してみました。    ---以下、掲載リスト---  （アーティスト/タイトル/レーベル　リリース年）   various artists / Pillows & Prayers  / Cherry Red 1982  Aztec Camera / High Land,Hard Rain  / Rough Trade 1983  Ben Watt / North Marine Drive  / Cherry Red 1983  the Bluebells / Sisters  / London 1984  Lloyd Cole & the Commotions / Rattlesnake  / Polydor 1984       Everything But the Girl / Eden  / Blanco Y Negro 1984  the Pale Fountains / Pacific Street  / Virgin 1984  the Colour Field / Virgins And Philistines  / Chrysalis 1985  the Dream Academy / the Dream Academy  / Blanco Y Negro 1985  Prefab Sprout / Steve McQueen  / Kitchenware 1985   Orange Juice / You Can't Hide Your Love Forever  / Polydor 1982  Orange Juice / Rip It Up  / Polydor 1982  Tracey Thorn / A Distance Shore  / Cherry Red 1982  Weekend / La Variete  / Rough Trade 1982  various artists /
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アナログ盤に付いているダウンロードコードが書いてある紙やカードの保管方法
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3月 12, 2013














    アナログレコードを買っていますと、DLコードのカードが溜まりますよね。  みなさんどうやって保管していますか？     ■DL（ダウンロード）コードとは…      アナログレコード盤の購入者に対して、同内容のmp3音源を提供するための手段。  通常は指定のWebサイトへ行き、カードに書かれたシリアルNo（もしくはID）を入力すると、該当のアルバムがzip形式でダウンロード可能となります。     ■ハガキホルダーで管理してる  アナログのスリーブに一緒に入れていますと再度取り出すときが面倒だし、カード自体を紛失しそうなので、私はハガキホルダーで管理（保管）しています。      音源をDLしたらそのカードは基本的に不必要なんですが、データが吹っ飛んだ事（HDDが壊れるとか）を考えると大事に取っておくべきでしょう。     ■関連エントリ  メールアドレスを登録してのDLコードの入力  http://tmp-soda.blogspot.jp/2012/05/dl.html  レコードブームの後でも、趣味でレコードを聴く人達  http://tmp-soda.blogspot.jp/2011/10/blog-post_27.html  レコードを欲しがる人がいるから、今でも普通に売ってる  http://tmp-soda.blogspot.jp/2011/11/blog-post_08.html  
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Everything but the girl「Love not money」日本盤とUKオリジナル盤を比べる
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8月 02, 2017














    Everything but the girl/ Love not money (1985)   ネオアコファンにはお馴染みですね。  かつてTracey ThornとBen Wattが組んでいて、楽曲的にはジャズ→ボサノヴァ→ポップス→AOR→ドラムンベース(!)と変遷していった好ユニットです。   最近、2nd「Love not money」のUKオリジナル盤を手に入れたの比較したいと思います。    左：UK盤、右：日本盤 - 右上にVapのロゴプリント入り    【左：UK盤】  リリース：1985年  カタログNo：BYN 3、240 657-1(Blanco Y Negro、WEA)  マトリクス刻印：240675-A/B、R/S Alsdorf  （Alsdorf：この年代のヨーロッパ共通のUK盤の場合、ドイツにあるWEA(Warner、Elektra、Atlantic)流通系のAlsdorf社工場でカット&プレスされた刻印で、高音質盤の証らしい）   【右：日本盤】  リリース：1986年  カタログNo.：35501-25(Vap)  マトリクス刻印：35501-25-A/B-1    まずは値段ですが、日本盤は中古盤屋で2000年頃に手に入れて、帯なしで当時2000円くらい（コンディションは、ジャケG/盤Exくらい）。UK盤はヤフオクで800円でした（コンディションは、ジャケEx/盤Vgくらい）。  この「Love not money」は各国盤が相当出てるのですが、2017年現在、一番レアなのは「日本盤帯付き」です。     ジャケ裏面 - 左：UK盤、右：日本盤    日本盤はライナーノーツ付きで、UK盤は歌詞インナースリーブ仕様です。  ジャケットに関しては、日本盤は折り返し糊付けのある厚手のコート紙で、UK盤はツヤ有りで少し薄いペラ紙。  表面デザインは同じで、裏面はなぜか「A」「B」のフォント色が違うという微妙な差があります。日本盤はボートラ２曲収録しています。     日本盤ラベル      UK盤ラベル    日本盤のラベルは格子模様がかわいいCherry Red仕様で、UK盤はおなじみBlanco Y Negroフラッグです。私の持っているUK盤は、A面がレーベルシールのプレスミスがありました。残念。    日本盤を
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iTunesを使ってオリジナルCDジャケットを簡単に作る方法(Mac OSX 10)
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12月 14, 2012














    iTunesの「プリント」機能を使って、CDジャケットのアートワークが簡単にできたのでメモ書き。    iTunesでプレイリストから自動的にジャケが作れるんだね。 instagr.am/p/TAEGLNwu3Q/  — よしのぶさん (@tmp_soda_rec) 12月 9, 2012      ■仕様環境、ver  ・Mac OSX 10.7.5  ・iTunes 11.0    ■プレイリストを作成  まず、オリジナルのプレイリストを作成       ■ジャケット作成  そのプレイリストを選択したまま、上部メニュー【ファイル】→[プリント]   ダイアログが出たら  プリント：CDジャケット  テーマ：モザイク     これで、プレイリストに採用されている楽曲のアルバムがランダムに掲載され、左側にはトラックリストが印字されます。     ■トラックリストの作成  そのプレイリストを選択したまま、上部メニュー【ファイル】→[プリント]   ダイアログが出たら  プリント：曲のリスト  テーマ：曲     これで、プレイリストに採用されている楽曲＆アーティスト名の一覧を、A4サイズなどにリストとして出力してくれます。        ■参考記事  Mac iTunesの印刷機能を使ってCDジャケットや曲リスト、アルバムリストを作成する方法 / Inforati  http://inforati.jp/apple/mac-tips-techniques/multimedia-hints/how-to-make-original-cd-jacket-with-mac-itunes-app.html       
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自宅にレコード棚を作るときに考えた事と、寸法についての雑談
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6月 21, 2012














  自宅を立てる際に、レコードを収納できるよう造り付けの「レコード棚」を作製しました。  これからレコード棚を考えている方、造作好きな人へのエントリになれば幸いです。   値段的にはレア盤が何枚も飛びますが、レコードライフを楽しむ為の先行投資としてレコ棚造りいかがでしょうか。        ■ウチの収納は家具屋さんに頼みました  それなりの枚数なら 「既製品を買うよりも、オーダーして造作する（造り付ける）ほうが圧倒的に安い」 と、家具屋さんと建築家の方にはアドバイスいただきました。   実際に造作してもらう上で、レコード収納1マスの寸法から考えました（理由は後ほど）。  　　 1マスの寸法＝W350xH350xD370   この寸法を基準とし、棚全体のレイアウトを自分でラフ図面を描いてみました。そして詳細な設計部分や、構造・材料は家具屋さんに構成してもらいました。          ■頼むときの考えたこと  1.重量  普通の人には"レコードの重さ"って分からないと思います。  実際にLP50枚ほど依頼先（家具屋）に持っていって、体感＆全体荷重を計算してもらいました。   2.所蔵枚数  所蔵枚数より、「自分は○m分持っています」とメートル単位で測定します。  そのほうが実際に図面に落とし込みやすからです。また、将来の購入ペースを考えての"余裕しろ"を考慮してラフ設計をしました。          ■1マスの高さH＝350mm  レコード縦入れしたときに、取り出しやすいように指が入るくらいの余裕を見て高さを決めました。           ■1マスの奥行きD=370  背表紙に対してツライチも美しいですが、ホコリ対策として若干深めにとってあります。         ■1マスの幅W＝350  正面から見ると正方形になるように、高さに対してイコールにしました。この寸法だと、ビニールカバー付きのアナログ盤なら大体80～90枚は入ります。               ■あとから思ったこと  実際のレコード屋さんで、棚寸法を計測をしておけばと思いました。  その店なりの理由があって、レコード棚の寸法を設計していると思います。棚の寸法データとかレイアウトを数店分でも集めておけば、最も気に入った レコード棚寸法 が見つかるのかな、と今でも思
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レコードを月に5枚買えば、10年で600枚に
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12月 05, 2011














    細く長く聴いていきましょう、という訳で。   ウチに遊びにこられる方は、必ずといっていいほど枚数とか量に驚かれます。  所蔵量は、LP+12インチで1000枚～、CDで500枚～と音楽愛好家からすれば普通（？）なんですが、一般の人から見れば確かに多いかなとも。   しかしながら、その数量は現実的な数字でもありまして。  毎月5枚の新譜や、中古盤を買い続けますと   5枚/月 x 12ヶ月 = 60枚/年  　60枚/年 x 10年 =600枚   仮に20歳から買い続けても、30歳になるまでには余裕で500枚クリア、みたいな。   10年もレコード・CD買い続けますと、ジャンル行ったり来たり、残念盤つかみ、大人買いなどしますでしょうから、トータルで1000枚以上は所蔵することが予想できます。     こうしてみると、枚数的に「1000枚集めること」は難しくないのですが…。  最近思い始めたのは、「10年間買い続けて、聴き続ける」ということが難しいのかなと。どのジャンルでも、娯楽の移り変わりの激しい時代に、一つの趣味に没頭するのは一種の能力だと思うのです。   所有枚数が多ければそれで良いのかという話にもなりますが、長く寄り添ってレコード聴いて、結果的に大量になったという視点でみますと、それが一番幸せではないのかなと思います。     ■関連   want品に夢見つつ、細く長くレコ掘りを続けていく  http://tmp-soda.blogspot.com/2011/08/want.html  オススメ情報で買うCDは増えていく  http://tmp-soda.blogspot.jp/2012/05/cd.html  限られた時間と音楽との間で  http://tmp-soda.blogspot.jp/2012/07/blog-post_24.html
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